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１．取り組み内容

特許文書の品質とは？



２．特許文書品質特性の概要（１）



4

２．特許文書品質特性の概要（２）
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品質特性 品質特性の説明
大分類 中分類 小分類

技
術
文
書
特
性

技
術
的
特
性

技術開示性 発明が十分に説明されている度合い。特許法が要求してい
るサポート要件、実施可能要件を満足している度合い。

論理性
論理的である度合い（例えば、クレームと明細書のストーリー
との技術的因果関係が明瞭であること、背景・従来技術・課
題・解決手段・効果等のストーリーの筋が通っている度合
い）。

明瞭性 発明の技術的な説明内容が明瞭である度合い。

文
章
的
特
性

一義性 特許文書を構成する文章が一義的に捉えられる度合い。
簡潔性 特許文書を構成する各文が簡潔である度合い。

正確性 特許文書を構成する各文に誤りがない度合い。
翻訳容易性 翻訳のし易さの度合い。

権
利
文
書
特
性

権
利
範
囲
特
性

発明範囲広汎性 発明の本質が抽出されており、無用な限定が無い度合い。
権利範囲の広さの度合い。

発明展開性 発明が十分に展開されている度合い。

強靱性 拒絶、無効になりにくい度合い。

侵害立証容易性 侵害の立証が容易である度合い。

ビ
ジ
ネ
ス

特
性

自社ビジネス
サポート性 自社製品をカバーしている度合い。

ライバル牽制性 ライバルを牽制できている度合い。
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３．特許文書品質特性を用いた評価①
～ 定性的評価 ～
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３．特許文書品質特性を用いた評価②
～ 定量的評価 ～
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＊格成分数・・・特許の広さ指標。特許請求の範囲の記載において各構成要素につきどれだけ限定がかけられているかを数値化したもの
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４．評価目的・評価シチュエーション別の重要度
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５．今後
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（１）特許文書品質特性の事例の作成

・特性ごとの評価事例や改善事例の作成

（２）特許文書品質の普及に向けた方策の検討・実施

・産業日本語研究会のHPで、広く意見を募集中

(URL) https://www.tech-jpn.jp/

・弁理士会、知的財産協会等に依頼しての周知/セミナー開催

等の検討

・日本知財学会(2018/12/1)、パテント、知財管理、特技懇

などへの投稿

・解説書の無料配布（冊子，PDF）
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